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平成 29 年度ユネスコスクール年次報告書 
 

 

 １．学校概要  

 

学校名   宮城県白石市立越河小学校       （※正式名称を記載） 

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫※注１ 

      □中学校      □中高一貫※注２  □高等学校  

      □教員養成大学   □専修学校、各種学校 

       □特別支援学校    

□その他（例：小中高一貫                ） 
※注 1 義務教育学校を含む ※注 2 中等教育学校を含む 

  所在地 〒989－0113  

      宮城県白石市越河字丑山下４４                              

  E-mail   info@kosugou-e.shiroishi-c.ed.jp                    

  Website  http://www.kosugou-e.shiroishi-c.ed.jp                    

  幼児児童生徒数  男子 １５名   女子 ２８名  合計 ４３名 

        幼児・児童・生徒の年齢 ６歳～ １２歳 

 

２．報告期間  

 

平成２９年４月～平成３０年３月 
※報告書提出時点～平成３０年３月末までの活動は、予定（見込み）として

記載ください。 

 

３． 活動内容  ※記入にあたっては、末尾の留意事項も確認ください。 

（１）活動の概要（８００字程度＋活動内容を表す写真数枚） 

  ※チェック事項 1-1、2-1 に対応 

当校は、「コミュニケーション力を高め，自らの生き方を考える子どもの育成」

を学校理念として，ＥＳＤを「自分らしさが発揮できる楽しい学校づくり」と捉

え、ＥＳＤの実践を通してコミュニケーション能力・生きる力の育成を目標とし

た。 

具体的には、環境教育、食育、地域の伝統文化を柱に、①ＥＭ菌培養作業に係

わる活動、②食育に係わる教育、③地域の伝統文化に係わる学習を行った。 

 

① ＥＭ菌培養作業に係わる活動 

学習ボランティア「ＥＭまどかクラブ」の皆さんに来ていただき，３・４

年生によるＥＭ菌培養作業を行った。この作業は，今年で７年目を迎える。

ＥＭ菌を培養する目的は汚れたプールに入れることで，プール清掃作業が格

段にやりやすくなり，また洗剤を一切使わないので環境保護にも役だってい

る。米ぬかを溶かしたお湯にＥＭ菌を入れ培養を行った。その量は，ポリタ

ンク１２個分，ペットボトル３０本ほどになった。子どもたちは，これを３

週間温かい窓際に置き，毎朝，ふたを取ってはガス抜きをする作業を行った。 
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② 食育に係わる教育 

１年「野菜を食べよう」（１年教室） 

３年「おやつの取り方を考えよう」（３年教室） 

栄養教諭の垣崎先生，村上先生に食べ物についての指導を受けたことで，い

ろいろな食べ物をバランス良く食べることの大切さに気付くことができた。指

導後は，給食や家での食事のときに，好き嫌いせずに食べることや，できるだ

け残さずに食べることに気を付ける児童が増えた。おやつの食べ方やおやつの

量についても考えることができて，とてもよい学習となった。 

 

 

③ 地域の伝統文化に係わる学習 

毎年，地域の方々が集って「越河地区文化祭」が越河小学校体育館で２日

間にわたって開催されている。フロアには生け花や書道，工芸品など時間を

かけて製作された地域の方々の力作が会場いっぱいに展示された。会場には，

全校児童の絵画や工作といった作品も展示された。また，ステージ発表では，

学習発表会で披露した「ぶち合わせ太鼓」を地域の方にも見ていただこうと

５年生の児童が参加し，勇壮な響きを体育館中にとどろかせた。子どもたち

の演技を地域の方々はとても楽しみにしており，終了後には大きな拍手をい

ただいた。子どもたちにとっても，地域の方々を笑顔にしようと意欲的に取

り組む姿が見られた。 

 

 

 

 

   
 

   
 

 

 

① ＥＭ菌培養作業 ① ＥＭ菌培養作業 

② 食育の授業 ③ 地域行事「越河文化祭」 
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（２）活動の詳細 

① 活動内容 

※チェック事項 1-2, 2-1 に対応 

 

ア. 活動分野（複数選択可）  

                            

 1. 環境 □ 2. エネルギー □ 3. 防災 □ 4. 生物多様性 
□ 5.気候変動 □ 6. 国際理解、文

化多様性 
 7. 地域の伝統文

化、文化遺産 
□ 8. 人権・平和 

□ 9. 健康・福祉  10. 食育 □ 11. 持続可能な

生産と消費 
□ 12. 貧困 

□ 13. エコパーク □ 14. ジオパーク □ 15.グ ロ ー バ ル シ チ ズ ン シ ッ プ 教 育

（GCED) 
□16.ジェンダー平

等 

□ 17. その他（                                         ） 

 

イ．活動を通して育みたい資質や能力（複数選択可） 

□ 1. 批判的に考える力 □ 2.未来像を予測して計画を立てる力 

□ 3. 多面的、総合的に考える力  4. コミュニケーションを行う力 

 5. 他者と協力する態度 □ 6. つながりを尊重する態度 

 7. 進んで参加する態度  

□ 8. その他（自由記入                                      ） 

 

 

ウ．活動時間（複数選択可） 

 1. 教科の時間  2. 総合的な学習の時間 

□ 3. 特別活動等 □ 4. クラブ活動 

□ 5. その他（自由記述                                          ） 

 

 

エ．使用した教材 （書籍、ウェブサイト、パンフレットなど具体名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索サイト「ヤフーキッズ」 
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② ユネスコスクールとしての活動を各校の教育課程（指導計画）にどのよう

に位置付けているか。指導内容を適切に定め、指導方法の工夫改善に努め

ているか。（２００～３００字程度） 

※チェック事項 1-2, 1-3 に対応 

 

③ 学校全体で組織的かつ継続的に活動に取り組める体制や環境をつくるため、

どのような取組を行っているか。（２００字程度） 

※チェック事項 1-4 に対応 

 

④ ユネスコスクールとしての活動の質の向上のための学校活動の評価（内部/

外部）の方法・具体的内容と、それによって明らかになった成果と課題。

（２００字程度） 

※チェック事項 1-5 に対応 

 

 

 環境教育を３，４年生の総合的な学習の時間「ＥＭ菌培養作業を通して

水をきれいにしよう」の単元に位置付けた。地域のボランティアの方々の

協力をいただき実施している。ボランティアの方には，２か月前から連絡

を取ることで多くの方に来ていただいている。食育については，毎年，１

年生と３年生を対象に，市内の栄養教諭に指導をしてもらっている。内容

も児童の実態に即し，野菜嫌いの児童が多い学級には野菜を食べることの

必要性を話し，菓子などの間食が多い学級には塩分，糖分過多による危険

性について話をしていただいた。 

 

 

 

 

地域行事に参加する場合，公民館との連携を十分に取り，情報交換を行

いながら計画的に行っている。年度初めに学校と公民館で年間行事の調整

を行い，いつ頃，どの学年が，どのような形で実施すればよいのかについ

て打合せを行っている。 

 学校の教育活動について，年２回，児童，保護者のアンケートを実施。

活動の実態を把握し，改善点がある場合は職員全体で共通理解を図った上

で，改善策を講じている。また，学校評議員会を年２回開催し，外部の意

見を聞くことで学校教育の質の向上を目指している。成果としては地域と

の協力体制をより具体的に計画できたこと。課題としては，人数が多く集

まる場所では，萎縮する児童が多いという意見が挙げられた。 
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⑤ ESD の推進拠点としての活動成果の発信方法・内容と、発信により得られ

た効果。（２００字程度）         ※チェック事項 2-2 に対応 

 

⑥ 学校以外の団体との協働・交流・ネットワーク形成（地域コミュニティ、

大学、ＥＳＤ活動支援センター、ＥＳＤコンソーシアムとの連携など） 

（２００字程度） 

                   ※チェック事項 2-3 に対応 

 

⑦ 国内外のユネスコスクールとの交流・ネットワーク形成（２００字程度） 

※チェック事項 2-4 に対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５，６年生対象の環境教育について，仙南地域を活動拠点とする企業にお

願いし，ごみ，電気など環境に関する出前授業を行っている。また，ＥＭ

菌培養作業については，公民館を通じて，市内の団体と連絡，調整をして

いる。 

様々な面でお世話になっているボランティアの方々へ，感謝の気持ちを表

す会を設定した。その様子を学校だよりで取り上げ，その学校だよりを地

域の自治会の回覧を通して，発信した。また，学校のホームページにも，

活動の様子を載せ，各方面に発信している。地域の方々も，毎回の児童の

活動を楽しみにしている方が多くいる。 

 白石市内の小中学校は，ほぼユネスコスクールに加盟しており，年に数

回，小中学校が集まり，活動報告を行っている。そこで，各校の実践を知

ることで，本校の活動にも取り入れられるところは積極的に取り入れるよ

うにしている。 
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⑧ ユネスコスクールの活動による効果について、特筆すべき（特に強調した

い）内容（例えば児童生徒、教員、カリキュラム・教授法、学校経営、地

域・保護者との関係など様々な面でのポジティブな変化）（２００字程度） 

※チェック事項 2-5 に対応 

 

 

（３）平成 30 年度の活動計画（２００～４００字程度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度と同じように主に３つの活動を中心に計画している。 

○ＥＭ菌培養作業に係わる活動  

  ４月中旬，地域の学習ボランティアの協力でＥＭ菌培養作業を行う。 

  参加児童は，３，４年生とする。 

○食育に係わる教育 

  市の栄養教諭を講師に，食育についての学習を行う。 

  対象学年は，１年生，３年生とする。 

○地域の伝統文化に係わる学習 

  １１月に公民館主催で行われる地域の文化祭に出演，出品する。 

  出演は，５年生。作品出品は，全学年が出品する。 

 

 

 

 

 

 地域の方と一緒に作業をすることは，いつもと違う学習環境ということ

もあり，より興味関心をもって取り組むことができた。また，外部の方と

接することが多いので，進んで挨拶をしたり，その場にあった態度をとっ

たりと礼節をわきまえた行動ができるようになってきた。 


